






























燃焼管破損について－Parkin Elmer 2400Ⅱ」         













で 2009 年に IUPAC は 10 元素については原子
量を単一の値ではなく変動範囲で示すことを
決めた。今回の原子量表改定に至った経緯に関
して CIAAW の報告書を基に紹介いただいた。 
元素分析や MASS 測定に携わる者としては、基
準値が変わることは大きな問題で、大変興味深
い内容だった。（この後、重さの基準のキログ
ラム原器も廃止され、新しい定義に切り替わる
方針が決まった。） 
３）事前アンケートによる Q&A 
燃焼管の形状、経年による装置の不具合、試料
量の違いによる誤差、不完全燃焼の対応等、日
常業務で発生した問題について、活発な意見交
換が行われた。 
また、災害時の分析室の対応やマニュアル化な
どについても話し合った。 
４）装置別グループディスカッション 
装置の型別にわかれ、不完全燃焼についての具
体的な対応を話し合った。  
 
 
４．おわりに 
日亜化学工業教育研究助成基金により参加さ
せていただきましたことを感謝申し上げ、これ
からの業務に生かしていきたいと思います。 
 
 
